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将来の地域社会を担う企業企業interview

寿商事株式会社

企業
DATA

千葉県千葉市中央区都町8丁目6番17号
043-231-5366/043-233-5366
1964年9月
https://www.kotobukishoji.com/

寿商事株式会社設立（千葉市中央区都町）
壽生コン株式会社設立（千葉市美浜区新港）
壽生コン株式会社 日本JIS規格工場に合格
再生砕石製造のためリサイクルセンター創業開始
（市原市大桶）
壽生コン株式会社 高強度コンクリート大臣認定取得
有限会社田中建商建設業許可を取得
寿商事株式会社代表取締役社長に藤代忠実氏が就任
寿商事株式会社鉄工所　国土交通大臣認定
（Mグレード）取得

　寿商事株式会社は、千葉市に本社を構え、昭和39年の設立以来、建築金物・鉄鋼製
品・生コンクリート・建築資材を建設業界に供給し、建材を通じた地域密着営業で順
調に成長を続けてきた。
　また、多様化、高度化したニーズに対応できる品質を確保していくことはもちろ
んのこと、自由競争の経済社会に打ち勝つ適正価格を維持し、常に現場改善を行い、
建設現場への総合的な貢献を目指すことを理念としている。
　令和2年8月に2代目社長として就任した藤代忠実社長は、お客様第一主義、約束の
厳守、夢と希望、技術を磨くことを常に意識し、従業員に対しても、いつも感謝のこ
とばを言い続けている。どんなときも、日頃の感謝を忘れないことが最も大事だと
力強く語り、これからも挑戦を続けていく。

感謝と挑戦

　社会的要請に応え日々挑戦し続けることを常に意識し、持続可能な社会の実
現にも貢献している。
　事業所のとなりには保育所があり、藤代社長もそこの出身であった縁から、夏
に向けて子供たちが安全に使用できる砂場ワゴンに、陽射しの強い日にも子供
たちを守ってあげないといけないとの思いから日よけシェードを寄贈するなど
地域とのつながりを大事にしている。多方面への寄附を通じて、保育園児から感
謝のお手紙をもらい、社長室には今も大事に飾っている。

地域に密着し社会貢献

　国内の産業廃棄物の中でも建設業が出す廃棄物は2割を占めており、資源の有
効利用や環境問題へは壽グループ一丸となって取り組んでいる。
　市原市にリサイクルセンターを稼働させ、現場で発生した副産物を質の高いリ
サイクル資材として再生利用ができるようにし、再生砕石の製造販売をおこなっ
ている。そこは、県内で最大規模の体制を整え、品質管理も厳しくしている。
　壽グループは、これからも、限られた資源を枯渇させないためにも、資源エネル
ギー問題など、リサイクルに関わる環境問題に取り組んでいき、地域の循環型社
会へ貢献していく。

環境問題への取組み

昭和39年 9 月
昭和42年
昭和53年
平成 6 年

平成26年
令和 2 年
令和 2 年
令和 4 年

沿  革壽グループ

住所 :
TEL :
設立 :
URL:

代表取締役社長 藤代忠実氏
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業況 収益売上高
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全業種の業況ＤＩにおいては、前期7.0から当期は3.7と前期比3.3ポイントマイナスとなり緩やかな持ち直し
傾向が続いている。
業種別の当期DIは、製造業0.0、卸売業▲2.3、小売業▲1.0、サービス業▲1.3とマイナスで推移するも、逆に、建
設業12.5、不動産業12.9とプラス水準を維持している。
来期予測については売上高と収益はともに減少するも、今期同様に緩やかな持ち直しの動きは続く見通し。

全業種
前 期 来 期今 期

価格高騰の影響を受けながらも業況は緩やかな持ち直し傾向が続く

調  査  概  要

Business trend

本調査は、当金庫お取引先のご協力を得て調査したもの。
当金庫営業地域の経済動向把握と共に、地域の中小企業の皆様に経営の参考にしていただくためにまとめた。

■調査対象時期　当期（令和7年1月～3月）、来期（今後3ヶ月：令和7年4月～6月の見通し）
■調査企業先数　有効回答数460社
　　　　　　　　（内訳：製造業74社、卸売業44社、小売業104社、サービス業80社、建設業96社、不動産業62社）
■DIの説明
　DIとは、「良い」「増加」「上昇」「過剰」「楽」と答えた企業割合から「悪い」「減少」「下降」「不足」「苦しい」と答えた企
業割合を差し引いた数値のこと。
　これらの数値がプラスかマイナスか、そしてその大きさの程度によって、景気変化の方向を時系列的な推移の中
で分析することを目的としている。

　本レポートは標記時点における情報提供を目的としている。また、本レポート掲載内容は当金庫が正確性および
完全性を保証するものではない。
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R6.1-3

前　期
R6.10-12 R7.1-3

当　期 来期予測
R7.4-6DI項目

調査日

1.5

8.2

3.2

28.1

51.0

▲3.2

▲5.6

4.0

9.7

5.1

29.5

53.1

▲5.5

▲2.1

5.3

13.7

4.0

28.8

47.6

▲1.9

▲2.5

7.0

15.3

8.3

32.1

52.4

▲4.5

▲2.8

3.7
10.4
2.8
32.6
53.5
▲4.8
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R6.1-3
前年同期

R6.4-6 R6.7-9 R6.10-12
前　期

R7.1-3
当　期

R7.4-6
来期予測
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・仕入先からの値上げ要請や
物価高、賃上げ等様々な理由
により収益性は低下傾向に
ある（落花生製造）
・昨年より受注量増加し、売上
高及び収益はやや増加、今後
も受注確保されるが設備の
老朽化と人手不足が課題で
ある（タービン部品製造）
・人手不足が年間通しての課
題、従業員も高齢化している
が、受注は安定的に推移して
いる（金属加工） 

調査員コメント

R6.1-3
前年同期

R6.4-6 R6.7-9 R6.10-12
前　期

R7.1-3
当　期

R7.4-6
来期予測

・運送コストの増加や青果類
の価格が高騰するも、販売
価格への転嫁が難しい（青
果物仲卸）
・異常気象が続き仕入価格が
上昇したが、販売価格の交渉
は難航している（貝類卸）
・3月、4月を目途に仕入先か
らの値上げ要請があり、販
売価格も値上げする方針を
固めた（酒類卸）

調査員コメント

R6.1-3
前年同期

R6.4-6 R6.7-9 R6.10-12
前　期

R7.1-3
当　期

R7.4-6
来期予測
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・昨年に比べ、若干お茶の売上が
減少傾向にあるが、飲食全体
は増加傾向にあるので、総合
的には業況は横ばい（喫茶店）
・仕入価格は上昇傾向にある
も価格転嫁が追いついてお
らず、また仕入先の廃業によ
り取扱い商品が減少してい
る（婦人服販売）
・地元の住人が顧客の中心のスー
パーであるが、アルバイト、パー
トの最低賃金上昇に伴い賃金が
増加している（スーパー）

調査員コメント
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業況 収益売上高

業況 収益売上高

業況 収益売上高

製造業製造業 前 期 当 期 来 期

原材料高

人手不足

売上の停滞・減少
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               32.43 
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上位3項目（％）経営上の問題点

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

               48.65 

         44.59 

37.84 
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上位3項目（％）当面の重点施策

仕入先からの
値上げ要請

同業者間の
競争の激化

売上の停滞・減少

売上の停滞・減少

仕入先からの
値上げ要請

同業者間の
競争の激化

                            47.73 

　　 31.82 

25.00 

0 10 20 30 40 50

上位3項目（％）経営上の問題点

販路を広げる

経費を節減する

人材を確保する

                          52.27 

                          52.27 

27.27 
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上位3項目（％）当面の重点施策

  26.92 

  26.92 

25.96 

0 10 20 30

上位3項目（％）経営上の問題点

経費を節減する

品揃えを改善する

人材を確保する

                                52.88 

     26.92 

22.12 

0 10 20 30 40 50 60

上位3項目（％）当面の重点施策

Manufacturing industry 製造業の業況DIについては0となっている。
売上高DIは減少し1.4とプラスでの推移となる。
来期の業況は更にマイナス水準にて推移する
ものと見込まれる。

卸売業卸売業 前 期 当 期 来 期

Wholesale Trade 卸売業の業況DIについては▲2.3と
若干マイナスとなっている。
売上高DIは0での推移となる。
来期の業況も今期同様に若干のマイナス
水準にて推移するものと見込まれる。

小売業小売業 前 期 当 期 来 期

Retail Trade 小売業の業況DIについては▲1.0と
若干マイナスとなっている。
売上高DIは10.6とプラスでの推移となった。
来期の業況DIは0となっており、同水準での
推移と見込まれる。
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R6.1-3
前年同期

R6.4-6 R6.7-9 R6.10-12
前　期

R7.1-3
当　期

R7.4-6
来期予測

・運送費や人件費の高騰が収
益を圧迫し、イベントなどの
復活で売上は前期同様に推
移（梱包）
・4月より一部講習料金の値上
げ（1500円～2000円）を検
討している（自動車教習所）
・同業者同士の競争が激化し
ており、新規参入も増えてい
る（葬祭業）

調査員コメント

R6.1-3
前年同期

R6.4-6 R6.7-9 R6.10-12
前　期

R7.1-3
当　期

R7.4-6
来期予測
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・外国人からの問い合わせが増
えており、また人材流出防止
のため賃上げを検討している
（中古住宅リノベーション）
・人手不足が続いており、色々
な人材派遣のツールを活用
し、人材確保に努め外国人の
雇用も視野に入れている（造
園工事） 
・アクアライン関連の受注が
減少するも住宅建設等が増
加しており、例年通りに推移
している（建築工事）

調査員コメント

R6.1-3
前年同期

R6.4-6 R6.7-9 R6.10-12
前　期

R7.1-3
当　期

R7.4-6
来期予測

・土地の価格が年々上がっ
ており、不動産商品物件の
仕入れが難しくなっている
（仲介）
・金利上昇により入居者と
の家賃の増額交渉が必須に
なってきている（賃貸） 
・不動産価格の高騰により
売買価格も高騰し結果的
に売上高増加となっている
（売買）

調査員コメント30
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業況 収益売上高

業況 収益売上高

業況 収益売上高

人手不足

売上の停滞・減少

人件費の増加 

               37.50 

25.00 

25.00 

上位3項目（％）経営上の問題点

経費を節減する

人材を確保する

販路を広げる

人手不足

材料価格の上昇

人件費の増加 

人材を確保する

経費を節減する

販路を広げる

                   46.25 

   33.75 

31.25 

0 2010 30 40 50

0 2010 30 40 50

上位3項目（％）当面の重点施策

商品物件の高騰

商品物件の不足
同業者間の
競争の激化

                               56.25 

                               56.25 

26.04 

0 2010 30 40 50 60

0 2010 4030 6050

上位3項目（％）経営上の問題点

                      55.21 

         42.71 

34.38 

上位3項目（％）当面の重点施策

                  56.45 

             51.61 

38.71 

上位3項目（％）経営上の問題点

情報力を強化する

販路を広げる

経費を節減する

                      48.39 

          38.71 

30.65 

0 2010 30 40 50

上位3項目（％）当面の重点施策

サービス業サービス業 前 期 当 期 来 期

Services サービス業の業況DIについては下降傾向にあり
▲1.3とマイナスとなっている。
売上高DIは前期10.8より10.8ポイント減少し
0での推移となった。
来期は当期以上にマイナス水準にて推移する
ことが見込まれる。

建設業の業況DIについては上昇傾向にあり、
12.5とプラスとなっている。
売上高DIも好調を維持し、19.8と大きく
プラス水準を維持している。
来期も当期同様にプラス水準にて好調に推移
するものと見込まれる。建設業建設業 前 期 当 期 来 期

Construction

不動産業の業況DIについては12.9と前期同様
プラスとなっている。
売上高DIは過去最高の28.6と大幅なプラスでの
推移となった。
来期も当期同様にプラス水準にて推移するものと
見込まれる。不動産業不動産業 前 期 当 期 来 期

Real Estate

0 20 40 6010 30 50

5



0 100 200 0 100 200

0 25 50 0 100 2000 200 400

0 25 500 200 400

0 10 20 0 150 3000 200 400

0 50 100 0 25 500 200 400

集計表集計表
外国人・海外情勢と中小企業

特 別 調 査 令和7年
3月

                            68 

                                                                                   184 

17 

                                                                                    188 

 25 

                                                    117 

                                                   115 

                             75 

                                                        126 

コロナ前を
上回っている

大いにある

まったくない

わからない

外国とのビジネスチャンスを増やす
意向について

2

3

4

5

1

                                         37

               15

       8 

     6

2

 3 

71

                                   383

                                             180

                                  108 

                       73 

         22  

雇用している場合
（従業員全体に占める外国人労働者の割合）

雇用していない場合
（外国人労働者を雇用していない理由）

外国向けの売上がある場合
（売上全体に占める外国向けの売上の割合）

　　　　　　　　　　   236 

        71 

  40 

 36 

32 

製品・商品・
サービス面の
開発強化

国内だけで十分な
売上げがある

0%以上2%未満

2%以上4%未満

4%以上6%未満

6%以上

10%未満

10%～20%

20%～30%

30%～40%

40%～50%

50%以上

外国人労働者の
雇用について

コロナ前と比べた外国人との
接触機会について

雇用
している

                                                                             38

                                18

                10

3

  4

3

10%未満

10%～20%

20%～30%

30%～40%

40%～50%

50%以上

インバウンドを含む
外国向けの売上について

人手が充足しており
必要ない

コミュニケーション
などで心配がある

受入負担（就労環境整備、
育成コスト等）が重い

雇用の方法が分からない、
行政手続きの負担が重い

コロナ前と
ほぼ同水準
コロナ前を
下回っている

わからない

営業力の強化

ネットや広告に
よる情報発信

海外拠点の
設置・強化

その他

何をすればいいのか
わからない

人材が不足している

資金面で余裕がない

その他

雇用
していない

　　　    　　　　     14 

　　　　　　　   12 

             6

   3 

2 

外国向けの取組みを行って
いる場合（特に行っている取組み）

外国向けの取組みを行って
いない場合（行っていない理由）

外国向けの売上を増加させる
ための取組みについて

行っている

行っていない

 37

　　　　　　　　　　　    415

ある

ない

                 76

　　　　　　　　　　　                                                 381

　　　　                            55

　　　　　　                 52

　　　　                 46 　　

　　　　                      44

　　    22 　　　　　

12

                                          95 

                                       89 

           28 

10 

賃金を引上げる場合
（賃金引上率）

賃金を引上げない場合
（引上げない理由）

人材定着に向けた賃金の
引上げについて

引上げる

引上げない

222

 231

価格転嫁ができてない
従業員はいない
（家族経営）

業績見通しが不透明
すでに賃金を
引上げ済み

売上低迷や伸び悩み
他社が

上げていない

どちらかと
いうとない

どちらかと
いうとある

6



2025年しんきん食の商談会 in Chiba

　千葉県内の5信用金庫が一丸となって、バイヤー企業様と地域の魅力あふれる
「名産品」との出会いの場を創出する商談会です。

　昨年度は、千葉県内全
域およびその近隣地域か
ら過去最多89社の食品
サプライヤー企業様の参
加のもと、481件の商談
が行われました。新たな
ビジネスパートナーとの
出会いの場として是非ご
活用ください。

千葉信用金庫からの

開催します！

2025年10月21日（火）9:40～16：45 幕張メッセ
日　時 場　所

詳しくは
最寄りの

千葉信用金庫
店舗まで
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千葉信用金庫 企業サポート部 
TEL：043-221-3111

第85回 ちばしんきん景況レポート

千葉信用金庫、ちばしんきん景況レポートへのみなさまのご意見ご要望をお寄せください。

お問い合わせ


